
今、日本の平和を考えるシリーズ④

集団的自衛権の実態＝他国の戦争に参加することだ！

他国の戦争で自衛隊員が犠牲になったら誰が責任を取るのか！！

安倍内閣は、２０１４年７月１日に集団的自衛権の行使を禁じてきた憲法解釈を変更し

て、行使容認を閣議決定しました。安倍首相は、武力行使目的の活動には参加しないとして

いますが「後方支援」では新たに戦闘地域に自衛隊を派遣するとの方針を示しています。

自衛隊は海外での武力行使が可能になり自衛隊員が危険にさらされます。その責任は一体

誰が負うのでしょうか。直ちに閣議決定を撤回すべきです。
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